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患者 言
衛生学の領域lと於いて近来有機金属化合物を利用
して衣服等繊維製品を防徹，防腐する研究が漸次活
発となりつつある。著者も我国民於いて新に合成せ
られた一種の有機錫化合物に就いて，植物性繊維製
品iと対する防腐効果を検討した。即ち本研究lζ於い
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ては該物質のパルプスライム発生防止試験を行いそ
の成績を在来のリグナサン， リキサイド等有機水銀
化合物と比較してその優劣を論じ更に之を広く一般
に被服衛生の見地から考察を試みた。以下此の試験
成績に就いて述べ，大方の御批判を乞わんとする次
第である。
第 1編 スライム生成菌株の微生物学
第 1章 スライム材料及び菌株分離法
本実験に使用せるスライムは東京都内某製祇工場
氏於いて，パルプ製造，製紙処理行程中の各部署よ
り採取せる 8種のサンプルで、あり夫等の各試料K就
いて細菌類及び徽類の分離を試みた。
菌株分離培地としては，好気性培養に於いては  
Waksman寒天平板及び  CzapekDox寒天平板を，
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嫌気性培養に於いては 1%葡萄糖寒天平板を用いて CD53，G15，G23，G24， G，' G25 31，G32，G35，G51，G52， 
lサンプノレに対して各培地平板を 3枚宛 1組として 
用意し何れの組も第 1の平板には 1サンプルの 1白 
金耳を採りコンラージ棒により塗抹接種しその同一 
のコンラージ棒を以て順次第 2，第3の平板に稀釈
接種し 270C72時間培養した。尚嫌気性培養には硝
子製嫌気鐘による黄燐培養法を採用した。次K此等
の各平板を培養後，その上より形態学的に互に相異
ると思われる各集落より釣菌し総計 83株をとり夫
々純培養とした。即ち好気性のものについては 1%
ブドウ糖寒天斜面R.，嫌気性のものに就いてはチス
テインブイヨンに接種して純粋培養をした。
第2章 スライム生成能検査
湿潤した Groundpulp 1 g K生理食塩水 1ccを
加え 1日1回 1000C 30分間 3回間欺滅菌を行った
ものを用意しこれに上述句各分離菌株を接種し実験
的にスライム生成能の有無を検した。叉その各菌株
の接種量は好気性培養 K由来するものは 1白金耳
宛，嫌気性培養に由来するものはチステインブイヨ
ジ培養液 1滴宛を添加した。かくして 270C11日間
培養を続け夫々のスライム生成状況を追求し，各接
種菌株のスライム生成能を判定した。その結果，計
23株にスライム生成能の存在する ζ とを認めた。尚
本実験K於いては白水の代りに生理食塩水を用いて
あるので，その成績は工場の現場とは多少の相違が 
あるかも知れないが，本実験に於いてはその点は無
視しである。
第3章分離菌株の分類
最初に試みた菌株分離実験lとより Waksman培
地から 35株， Czapek Dod寒天平板から 12菌株， 
1%ブドウ糖寒天平板から 36菌株， 合計 83菌種を
分離し得た。尚此等の分離菌株を総括的lζ分類する
と， Baci1lus subtilis group K属すると思われるも
の 18株， Pseudomonas Group IL属すると見倣さ
れるもの 25株， Penici1lium Group IL属するとさ
れるもの 11株，所属不明菌株 27株lζ分類された。
叉以上83菌株の中スライムの産生を確認出来たの
は23株あって此等の中 8株は Waksman寒天平板
から， 4株は Czapek Dox寒天平板から， 11株は 
r%ブドウ糖寒天平板から分離されたものである。
所属不明菌株からはスライムを産生するものは認め
られなかった。尚此等菌株は順次夫々 W12，.W14， 
W24，W55，W56，W63，W64，WS1，CD12，CD32，CD4lt 
G6h G81なる名称を附したが，その中 W12，W24， 
W5e，WSl> CD32，CD41> Ge1の7株は Penici1ium
Group K属し，残余の 16菌株は何れも Baci1acae
に属す。叉之等の各スライム生成菌株を更に詳細応
検討し分類すれば以下の如くとなる。
第 1節細 菌 類
第 1項 W 14株
形態学的性状一一3μx1μ の Rodで比較的大
きく両端鈍円をなし或るものは短連鎖状K排列して
いる。 8本の周毛性鞭毛を有し運動性が認められ
る。爽膜を有せず。芽胞は 0.8μx 1.0 f1の楕円体
で菌体の略中央児位置する。
生物学的性状一一寒天平板:直径5mmの不規則
円形の集落を生じ表面隆起し微細頼粒状をなし帯黄
灰白色であ、る。
寒天斜面:よく生育し豊富に灰白色菌苔が認めら
れる。
普通ブイヨン:著しく潤濁し少量の沈益生じ漸次
厚い Pellicleを生じ次いで沈誼は増量しブイヨン
は透明化した。
馬鈴薯培地:増殖は盛んで帯掲色の厚い菌苔が認
められた。 
生化学的性状一一牛乳培地ではアルカリ性とな
り，徐々にペプトン化が行われた。アセチルメチー
Jレカルピノール産生能陽性，インドールを産生せ
ず，メチルレッド反応陰性，硝酸塩を還元し，ゲラ
チンを液化する。
糖分解:Starch，Xylose，Arabinose，Glucose， 
Fructose，Galactose. Mannose，Sucrose，Salicin， 
Glycerol，Mannitol，Dextrin，Dulcitolを分解し 
Maltose，Inulin，Lactoseの分解は認められない。
以上の諸性状から本株は Baci1ussubtilis類似
菌と認められる。
第2項 W55株
形態学的性状一一1.2μx3.0μ の Rodで両端鈍
円をなし短い連鎖状l乙排列し周毛性の鞭毛を有し運
動性が認められる。爽膜無し。グラム染色陽性。芽
胞は 1μx 1.5μ の類楕円形で菌体の略中央l乙位置
する。
生物学的性状一一寒天平板:集落は直径2.5mm
の比較的大なる円形をなし中央部膨隆し帯黄白色で
ある。
寒天斜面:発育旺盛で帯黄白色の菌苔を生ず。
普通ブイヨン:良く発育し潤濁強し。 Pellic1eは
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認められず。
馬鈴薯培地:極めて良く発育し梢粘調性を有する
帯黄白色の菌苔を生ずる。
生化学的性状一一牛乳培地ではぺプトン化カゼイ
ンの加水分解が認められる。
アセデルメチルカルピノーlレ産生能陰性，インド
ールを産生せず，メチルレッド反応陰性，ゼラチン
を液化するが硝酸塩の還元は認められない。
糖分解:Starch，Xylose，Arabinose，Glucose， 
Fructose，Galactose，乱1:altose，Sucrose，Salicin， 
Glycerol，Dextrinを分解し Mannose，Mannitol， 
Inulin，Lactose，Dulcitolを分解しない。
以上の諸性状より本菌株は Bacillus megatheri-
um類似菌と認められる。 
第 5項 W63株 
形態学的性状一一0.5μx2.0μ の Rodで両端鈍
円形をなし排列は不規則である。鞭毛を有し運動性
が認められる。爽膜は認められない。グラム染色陰
性。芽胞は 0.5μx 1.0μ の類楕円形で菌体の;一端
に位置する。
生物学的性状一一寒天平板:非薄透明で速かに全
表面lと拡がる菌苔を生ずる。
寒天斜面:非薄透明粘調な感ある菌苔が認められ
る。
普通ブイヨン:軽度の潤濁が認められ基底には粘
調性を帯びた沈査が認められる。
馬鈴薯培地:発育比較的良好で黄色苔を生ず。
生化学的性状一一牛乳培地では酸を生じ徐々に探
固の生起するのが認められた。アセチJレメチルカ Jレ
ビノール産生能陰性，インドールを産生せず，メチ
Jレレッド反応陰性，ゼラチンを液化する。硝酸塩の
還元は認められなかった。 、
糖分解:Starch，Xylose，Arabinose，Glucose， 
起は余り著しくなく灰白色で発育は旺盛である。
寒天斜面:灰白色の菌苔が速かに生じて表面は湿
潤性である。
普通ブイヨン:中等度に溜濁を呈し Pellic1eが
認められる。
馬鈴薯培地:帯貰掲色の菌苔が認めらる。
生化学的性状一一牛乳培地ではぺプトン化，カゼ
インの加水分解が認められた。アセチJレメチルカ Jレ
ピノール産生能陰性，インドールを産生せず，メチ
ルレッド反応陰性，ゼラチンを液化し，硝酸塩の還
元作用が認められる。
糖分解:Glucose，Fructose，Galactose，Malto-
se，Sucrose，Glycerolを分解し， Starch，Xylose， 
Arabinose，Mannose，Salicin，Mannitol，Dextrin， 
Inulin，Lactose，Dulcitolは分解せられなかった。
以上の諸性状より本菌株は Baci1lusbrevis類似
菌と認められる。
第 5項 CD12株
形態学的性状-0.5μx 1.4μ の Rodで両端稀
尖り排列は不規則で中には対をなして並んでいるの
も認められた。鞭毛を有し運動性が認められた。爽
膜は欠く。グラム染色陰性，芽胞は1.0μX 1.5μ の
類楕円形で菌体lζ対し端在性である。
生物学的性状一一寒天平板:非薄扇平で柏透明な
円形集落を生じ速かに周囲K拡って行く。
寒天斜面:比較的速やかに灰白色の湿潤した菌苔
の拡って行くのが認められる。
普通ブイヨン:中等度の濁潤が認められる。
馬鈴薯培地:帯福色の菌苔が認められる。
生化学的性状一一牛乳培地ではぺプトン化並びに 
カゼインの加水分解が認められる。アセチルメチノレ
カルビノール産生能陰性，インドールを産生せず，
メチルレッド反応陰性，ゼラチンを液化し，硝酸塩 
Fructose，Galactose，Mannose，Sucrose，Salicin， の還元作用が認められる。
 
Glycerol，Lactoseを分解し， Maltose，Mannitol， 糖分解:Glucose; Galactose，Maltose，Sucrose， 

Dextrin，Inulin，Dulcitolは分解されなかった。 
以上の諸性状より本菌株は Baci1uscirculans類 
似菌と認められる。 
第4項 W64株
形態学的性状一一一0.5μx2.0μ の Rodで両端細
く，排列は対をなしているもの，或は単独のもの等
様々である。鞭毛を有し運動性が認められた。グラ
ム染色陽性である。芽胞は1.0μx 1.5μ の類楕円
形をなし外壁厚く菌体の略中央児位置する。
生物学的性状一一寒天平板:集落は非薄透明で隆
Glycerol を分解し Starch，Xylose，Arabinose， 
Fructose，Mannose，Salicin， Dextrin，Inulin， 
Lactose，Dulcitolを分解しない。
以上の諸性状より本菌株は Baci1usbrevis類似
菌と認められる。
第 6項 CD53株
形態学的性状-0.5μx 1.2μ の短い Rodで両
端鈍円をなし，排列は不規則で鞭毛なく運動性も認
められない。爽膜を欠く。グラム染色陽J性，芽胞は
ない。
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生物学的性状一一寒天平板:光沢ある白色小円形
の比較的透明な集落を生ずる。
寒天斜面:光沢ある白色の菌苔の増殖が認められ
る。
普通ブイヨン:潤濁は殆んど認められない。
馬鈴薯培地:灰白色菌苔の増殖が認められた。
生化学的性状ー一一牛乳培地では特応変化は認めら
れなかった。アセチルメチルカルピノール産生能陰
性，、インドールを産生せず， メチルレッド反応陰
性，ゼラチンを液化し硝酸塩を還元する。
れる。爽膜はなく，グラム染色は陰性である。芽胞
は欠如する。
生物学的性状一一寒天平板:灰白色半球状花隆起
した直径1.5mmの集落がよく発育しその周囲は蛍
光性の緑色を帯びている。
寒天斜面:発育良好で非薄な帯緑白色の菌苔が認
められ培地は緑色を帯びる。
普通ブイヨン:中等度調濁し緑色を呈し蛍光を放
ち Pellic1eが認められる。
馬鈴薯培地:湿潤した粘性のある褐色菌苔が良く
糖分解:Glucose，Fructose，Maltose，Sucrose， 発育した。
Salicin，Glycerolを分解し Starch，Xylose，Ara- 生化学的性状一一牛乳培地では特に援国作用は認 
binose，•Galactose，Mannitol，Dextrin，Inulin， められなかった。アセチルメチルカルピノール産生 
Lactose，Dulcitolを分解しない。
以上の諸性状より本菌株は Bacteriumqualis類
似菌と認められる。
第7項 G15株
形態学的性状一一0.8μx2.5μ の Rodで両端鈍
円形をなし不規則K排列し周毛性の鞭毛を有し運動
性が認められる。爽膜はない，グラム染色は陽性で
ある。芽胞は 0.8μx 1.0μ の類楕円形で菌体の略
中央K位置する。
生物学的性状一一ー寒天平板:直径 4mmの円形集
落を生じ表面隆起し灰白色を呈し不透明で粘調性が 
認められる。
寒天斜面:発育良好で灰白色菌苔が一面に生じ微
細なる頼粒が認められる。 、
普通ブイヨン:潤潤著しく Pel1ic1eを生じ後次
第lと透明となり基底l乙多量の沈涯を生じた。
馬鈴薯培地:よく発育し帯黄褐色の菌苔が多量に
認められた。
生化学的性状一一牛乳培地ではペプトン化，カゼ
インの加水分解が認められる。アセチjレメチルカル
ピノール産生能陰性，インドールを産生せず，メチ
Jレレッド反応陰性，ゼラチンを液化し，硝酸塩の還
元作用も認められる。
糖分解:Starch，Xylose，Arabinose，Glucose， 
Fructose，Mannose，Maltose，Sucrose，Salicin， 
Glycerol，Mannitolを分解し Galactose，Dextrin， 
Inulin，Lactose，Dulcitolは分解されない。
以上の諸性状より本菌株は Bacil1ussubti1s類
似菌と認められる。
第8項 G23株 
形態学的性状一一一0.5μx 1.2μ の Rodで排列状 
態は不規則で菌体の一端lこ鞭毛を有し運動が認めら
能陰性，インドールを産生せず，メチールレット反
応陰性，ゼラチンを液化し，硝酸塩を還元しない。
糖分解:Glucose を分解するが Starch，Xylose， 
Arabinose，Fructose，Galactose，Mannose，Mal-
tose，Sucrose，Salicin，Glycerol，Mannitol，Dex-
trin，Inulin，Lactose，Dulcitolを分解しない。
以上の諸性状より本菌株は PseudomonasVisc-
osa類似菌と認められる。
第 9項 G24株
形態学的性状一一0.3μx 1.5μ の Rodで不規則
に排列し菌体の一端l乙鞭毛を有し運動性が認められ
る。爽膜はない。グラム染色は陰性である。芽胞は
欠如する。
生物学的性状一一寒天平板:灰白色円形の強く隆
起した集落多数生じその周囲の培地は蛍光を放つ緑
色lと染められる。
寒天斜面:汚織白色の柏粘性ある菌苔が多量lと生
じ培地上層は蛍光性緑色を帯びる。
普通ブイヨン:中等度K潤濁し蛍光性緑色色素の
産生が認められる。 Pellicleも認められる。
馬鈴薯培地:粘性ある湿潤した菌苔が良く発育す 
る。
生化学的性状一一牛乳培地ではアルカリ性で還元
作用僅かに認められ軽度の凝固が見られる。アセチ 
jレメチルカルピノーjレ産生能陰性，インドール産生
能陰性，メチルレッド反応陰性，ゼラチンを液化す
るが硝酸塩の還元作用は認められない。
糖分解:Gluccseの分解は認められるが Starch， 
Xylose，Arabinose，Fructose，Galactose，Mann-
ose，Maltose，Sucrose，Salicin，Glycerol，Mann-
itol，Dextrin，Inulin，Lactose，Dulcitolは分解さ
れない。
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以上の諸性状より本菌株は Pseudomonasvisc司 
osa類似菌と認められる。
第 10項 G25株
形態学的性状}一一0.3μx 1.0μ の小型の Rodで
排列状態は不規則で単極在性の鞭毛を有し運動も認
められるが爽膜はない。グラム染色陰性，芽胞はな 
L'o 
生物学的性状一一寒天平板:増殖良好で直径1.5 
mmの半球状灰白色の集落を生じその周囲の培地は
蛍光を発する緑色色素の産生が認められる。
寒天斜面:発育は巨盛で非薄帯緑白色の菌苔が認
められ，培地は蛍光性緑色色素l乙より緑色を呈す。
普通ブイヨン:中等度比溜濁し緑色の蛍光性色素
の産生が認められる。
馬鈴薯培地:湿潤性粘性ある揚色菌苔の良好なる
増殖が認めらる。
生化学的性状一一午乳培地ではアルカリ性で徐々
に操固の生起するのが認められる。アセチルメチJレ
カルピノール産生能陰性，インドールを産生せず，
メチルレッド反応陰性，ゼラチンを液化し硝酸塩の
還元能力は無い。
糖分解:Glucoseを分解し， Starch，Xylose，Ar-
abinose，Fuctose，Galactose，Mannose，Maltose， 
Sucrose，Salicin，Glycerol，Mannitol，Dextrin， 
Inulin，Lactose，Dulcitolは分解されない。
以上の諸性状より本菌株は Pseudomonasvisc-
osa類似菌と認められる。
第 11項 G31株
形態学的性状一一0.3μx 1.3μ の小型の Rodで
両端鈍円をなし排列は不規則で単極性の 3本の鞭毛
を有し運動性が認められる。爽膜はなL、。グラム染
色は陰性である。芽胞は欠如する。
生物学的性状 寒天平板:良く増殖し，集落の
中央は厚く辺縁は薄く且つ不規則で軽度の粘性があ
り灰白色を呈しその周囲の培地は漸次蛍光性の緑色
々素の産生により緑色調を増して来る。
寒天斜面:発育E盛で灰白色菌苔の速かな増殖が
認められ，培地は蛍光を放つ緑色色素の増加が認め
られる。
普通ブイヨン:強く潤濁し，菌膜を生じ，沈底も
見られ，且つ蛍光性緑色色素の産生も認められる。
馬鈴薯培地:発育良好で，帯黄灰白色の菌苔が速
かに拡り，馬鈴薯は掲色となる。
生化学的性状一一牛乳培地ではアルカリ性とな
り，接固は認められない。アセチルメチルカルピノ
ール産生能陰性，インドールを産生せず，メチルレ
ッド反応陰性，ゼラチンの液化は速かに行われる。
硝酸塩の還元能力はない。
糖分解:Starch，Xy]ose，Arabinose，Glucose， 
Fructose，Galactose，Mannose，Maltose，Sucro-
se，Salicin，Glycerol，Mannitol，Dextrin，Inu1in， 
Lactose，Dulcitolは分解されなかった。
以上の諸性状より本菌株は Pseudomonasmau-
blancii類似菌と認められる。
第 12項 G32株
形態学的性状一一0.4μx 1.2μ の Rodで両端鈍
円をなし，排列は不規則で，菌体の 1端lζ3本の鞭
毛を有し，運動性が認められるが央膜はなし、。グラ
ム染色は陰性である。芽胞を欠く。
生物学的性状一一寒天平板:発育良好で円形透明
の集落を生じ，蛍光性の最色色素を産生する。
寒天斜面:発育は速かで灰白色菌苔が拡り緑色の
蛍光性色素の産生が認められる。
普通ブイヨン:濁潤著しく薄い菌膜が認められ
る。緑色の色素を産出し蛍光を放つ。
馬鈴薯培地:増殖盛んで帯黄灰白色の菌苔が速か
に拡がり，馬鈴薯は褐色lζ染まる。
生化学的性状一一牛乳培地では凝固は認められな
い。アセチルメチルカルピノーJレ産生能は陰性，イ
ンドールを産生せず，メチルレッド反応陰性，ゼラ
チンは液化される。硝酸塩の還元作用はない。
糖分解:Starch，Xy]ose，Arabinose，Glucose， 
Fructose，Galactose，Mannose，Maltose，Sucro・ 
se，Salicin，Glycerol，Mannitol，Dextr-in，Inulin， 
Lactose，Dulcitolは分解されない。
以上の諸性状より本菌株は Pseudomonasmau-
blancii類似菌と認められる。
第 13項 G35株
形態学的性状 0.3μx 1.2μ の小型 Rodで両
端鈍円をなし排列は不規則であるが中Kは対をなす
ものも認められる。単極在性の鞭毛が認められ運動
性を有するが爽膜は認められない。グラム染色陰
性。芽胞はない。
生物学的性状一一一寒天平板:灰白色円形の集落が
大きく拡り中央部隆起し周辺は頼粒状を呈す。集落
の周囲は蛍光性の緑色を帯びている。
寒天斜面:発育良好で豊富民帯黄灰白色の菌苔が
生じ培地上層より下層K向い緑色の蛍光性色素の惨
透し行くのを認め得た。
普通ブイヨン:溜濁強く菌膜を生じ多量の沈、査も
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認められ，緑色の蛍光性色素の産生も見られた。 寒天斜面:葬薄透明で速かに拡がり行く菌苔が認
馬鈴薯培地:良く発育し精厚い帯黄灰白色の菌苔 められる。
が生じ，培地は娼色lと変じた。 普通ブイヨシ:軽度の潤濁が認められ又少量の沈
生化学的性状ー一一牛乳培地ではアルカリ性で凝固 査が認められる。
は認められない。アセチルメチルカルピノ，ール産生 馬鈴薯培地:非薄な白色菌苔を生ずる。
能険性，インドーノレを産生せず，メチノレレッド反応 生化学的性状一一牛乳培地では酸性となり徐々に
陰性，ゼラチンを液化し，硝酸塩の還元能も認めら 獄図の生ずるのが認められる。カゼインの加水分解
れる。 は認められなt，。アセチルメチルカルピノーJレ産生
糖分解: Glucose は分解され Starch，Xylose， 能陰性，インドールを産生せず，メチルレッド反応 
Arabinose，Fructose，Galactose，Mannose，Mal- 陰性，ゼラチンを液化し，硝酸塩の還元作用が認め 
tose，Sucrose，Salicin，Glycerol，Mannitol，Dex- られる。 
trin，Inulin，Lactose，Dulcitolは分解されなし、。 糖分解:Starch，Xylose，Arabinose，Glucose， I 
以上の諸性状より本菌株は Pseudomonas丑uor・ Fructose，Galactose，Mannose，Maltose，Sucr-
escens類似菌と認められる。 ose，Salicin，Glycerol，Lactoseを分解し Mann-
第 14項 G51株 itol，Dextrin，Inulin，Duicitolを分解しない。
形態学的性状一一0.7μx 1.4μ の短い Rodで両 以上の諸性状より本菌株は Baci1uscirculans類
端鈍円をなし排列は不規則で鞭毛を有せず運動も認 似菌と認められる。
められない。爽膜はない。グラム染色は陽性であ 第四項 GS1株
る。芽胞は欠如する。 形態学的性状一一1.2μx 1.8μ の Roolで両端鈍
生物学的性状一一寒天平板:白色小円形光沢ある 円をなし排列は不規則で鞭毛を有し運動性が認めら
集落を生ず。比較的透明である o れる。グラム染色は陰性である。芽胞は 0.8μx 1.0 
寒天斜面:光沢ある白色の菌苔を生じ表面l乙飯が μの類楕円体で菌体l乙対し端在性である。
認められる。 生物学的性状一一寒天平板:葬薄透明円形集落を
普通ブイヨン:殆んど潤掲は認められず透明であ 生じ速かに周囲K拡る。
る。 寒天斜面:弄薄透明で拡りの速かな菌苔が認めら
馬鈴薯培地:白色菌苔が中等量l乙認められる。 れる。
生化学的性状一一牛乳培地Kは特応変化は認めら 普通ブイヨン:軽度の濁渇を生じ又少量の沈溢が
なかった。アセチルメチルカルピノール産生能陰 見られる。
性，インドールを産生せず， メチJレレッド反応陰 馬鈴薯培地:非薄白色菌苔の増殖が認められる。
性，ゼ、ラチンを液化し，硝酸塩の還元作用が認めら 生化学的性状一一牛乳培地は酸性となり擬固が徐
れる。 々に生起するがカゼインの加水分解は認められな
糖分解:Glucose，Fructose，Mannose，Maltose， い。アセJレメチルカ JレピノーJレ産生能陰性，インド
Sucrose，Salicin，Glycerolを分解し Starch，Xyl- ールを産生せず，メチルレッド反応陰性，ゼラチン
ose，Atabinose，Galactose，Mannitol，Dextrin， を液化し硝酸塩の還元能が認められる。
Inulin，Lactose，Dulcitolは分解されない。 糖分解;Starch，Xylose，Glncose，Fructose， 
以上の諸性状より本菌株は Bacteriumqualis類 Galactose，Mannose，Maltose，Sucrose，Salicin， 
似菌と認めらる。 Lactoseを分解し Arabinose，Glycerol，Mannit-
第 15項 G52株 01，Dextrin，Inulin，Dulcitolは分解されない。
形態学的性状一一0.6μx2.0μ の Rodで両端鈍 以上の諸性状より本菌株は Baci1luscirculans 
円をなし排列は不規則である。鞭毛を有し，運動性 類似菌と認められる。
が認められる ・爽膜はない。グラム染色は陰性であ 以上の細菌類の糖分解を 1括して第 l表に示す。0
る。芽胞は 0.8μx 1.2μ の類楕円形で菌体の一端 第 2節徽 類
托位置する。 第 1項 W12株
生物学的性状一一寒天平板:罪薄透明不規則円形 形態学的性状:最初菌糸体は青色を呈し次第l乙褐
の集落を生じ周囲への拡がりは速かである。 色l乙変じて来る。分生子托の先端氏連鎖状の分生子
点とら メ』医 ナー =
葉 誌
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第 1表 糖 分 解 成 績
Wu W55 W63 W64 CD12 CD53 G15 G23 G24 G25 G31 G32 Gd5 G51 G52 G81 
\~~l 
Starch + 十
十十十+++十+
十十十 十
 十++++++十十十十
十+++十
@@ee@@@@@+@
Mannose @ 

Maltose 十 + 

Sucrose ⑪ 十 + 

Salicin ⑦ 

Glycerol + 十 十
 
Mannitol @ + 
十 
+++++
十十十
十十十十 
Xylose @ 十
Arabinose ⑦ 

Glucose ⑦ 
 + + + 十 + + + 
+ 十
+十十 十十+++十十
Fructose ⑦ 
Galactose ⑦ 十 
Dextrin @ 十 
lnulin 
Lactose 十 + + @ 
Cladosporiumherba-以上の所見より本菌株は 
Dulcitol 十 
@は分解してガスを産生するもの
が認められる。分生子は卵円形をなし， 4箇の細胞
から成っている。被子器は弄薄皮革様で子嚢胞子は 
2箇の細胞から成り 1子嚢に 8箇見られる。
rum類似徴と認られるめ。
.第2項 W24株 
Czapek-Dox寒天培地l乙速かに発育し 270C 2週
註
間培で直径4cmの集落が認められる。拡大性でそ
の表面には放射状の溝を有し且つ同心円状の溝も見
られる。灰白緑色を呈す。分生子托は束状で多数発
生し長大で3μx500μlζ及ぶ。壁は平滑である。
無色の少量の分泌液が小滴状をなして分生子の聞に
散在す。強い腐敗した林檎臭を発す。帯状体は非対
称形で 1乃至2回分枝してその枝は 15μx2μ で
ある。基底梗子は 3箇の房をなし 10μx3.0μ であ
る。梗子は 8μx2μ。分生子は楕円体で 2μx3.3 
μ。
以上の所見より本菌株は Penici1iumglaucum 
類似徽と認められる。
第3項 WS6株
本菌株は Czapek-Dax寒天培地に速かに発育し 
270C 10日間培養で直径3.5cmの拡大性集落を生
ず。表面は灰白緑色で車軸状の溝並に同心円状の溝
が認められる。分生子托は長大で 600μx3.0μ で
ある。害状体は非対称形で分枝が見られる。基底梗
子は 12μx2.5μ で4本で 1束を形成している。梗
+ 
子は 10μx2.5μ で8本で 1群をなす。分生子は楕
円体をなし長径3.0μ で短径2.0μ である。
以上の所見より本菌株は Penici1liumglaucum 
類似徽と認められる。
第4項 W81株 
Czapek-Dox寒天培地l乙270C 2週間培養を行う
と直径5cmの集落を生じ淡灰緑色で拡大性であ
る。縮状の気生菌糸が見られる。分泌液は認められ
ない。土臭を有す。分生子托は直径3μ 長さ 200μ
で気生菌糸から直角に分岐して表面滑沢である。箸
状体は略定型的な双輪生対称形をなし 130μ であ
る。基底梗子は 10μx2.0μ で 5-8本で 1房をな
し放射状に並ぶ。梗子は 10μx2μ で6本が平行
に並んで房を形成し緑色である。分生子は 2.5μ × 
2.0μ の楕円体で褐色を呈す。連鎖をなし縫れてい
る。
以上の所見より本菌株は Penicillium funiculo-
sum類似徽と認められる。
第5項 CD32株 
Czapek司 Dox寒天平板に速かに発育し深紅色綿毛
状の集落を生じ菌糸体は無色の菌糸が綱状に集り羊
毛状となり之より分生子托が生じ 40μ--100μ に
達す。帯状体は 100μl乙及び交互に 1---2回分岐し
ている。梗子は 2μ--12μ，無色の頼粒子は集って
惨状の球をなしその個々のものは 5μx3μ の楕円
体をなしている。 
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以上の所見より本菌株は Gliocladium roseum 毛状を呈し中心部は隆起し放射状lζ数条の溝が認め
類似徽と認められる。
第6項 CD41株
Czapek-Dox寒天平板によく発育し 2TC2週間
培養で集落は直径 5cmIζ達し菌糸は密生し表面房
状を呈す。最初白色で次第に緑青色に変ず。分泌液
は認められない。帯状体は非対称形で分生子の連鎖
がもつれて複雑な様相を呈している。分生子托は
3.8μx 500μ，基底梗子は1.0μx2.5μ，梗子は基
部で膨隆し先端は細長である。 10μx2.2μ であ
る。分生子は楕円体で 3.5μx2.7μ で、♂る。 一
られる。中心部は帯紅褐色を呈し周辺l乙向うに従い
次第に帯黄褐色に移行する。被子器は多数見られそ 
の為めに集落周辺は微細頼粒状を呈す。又気生菌糸
が疎生している。無臭である。帯状体は単輪生形で
ある。分生子托は気生菌糸から分岐して長さ 100μ
前後で表面滑沢である。梗子は 2μx8μ で3本を
以て 1群を形成している。此の先端につく分生子は 
真径 2.5μ の亜球形をなしている。被子器は多数見
られ，球形をなし子嚢，子嚢胞子をつくる。子糞は
成熟した気生菌糸より側芽として生じ直径8μ の球
以上の所見より本菌株は Penici1lumjanthinel1- 形をなし中K8筒の胞子を入れている。子嚢胞子は 
um類似徽と認められる。 壁厚く表面凹凸不平で赤道部l乙溝が見られる。屑豆
第7項 G61株 状で 2.5μx2.0μ である。
本菌株は Czapek-Dox寒天平板に良く発育し 以上の所見より本菌株は Penicilliumjavanicum 
270C 2週間培養で直径 3.5cmの集落を生じ表面綿 類似徽と認められる。
第 2編抗菌性試験
此の実験l乙供した有機錫化合物はファインケム
N-5なる名称の下に市販せられているものでその
有機錫の含有濃度は 10%である。従って実験に際
しては然る可く秤量して正確を期した。即ち本試料
が試験管内氏於いて如何なる程度の抗菌価を有する
かを，前記の代表的スムイム生成菌株を被験菌とし
て検討した。尚対照試験には今日我国に於いて普く 
用いられている有機水銀化合物リキサイドを使用し
た。
第 1章予備実験
第 1節実験材料及び実験方法
当研究所保存腐敗菌たる Baci1lussubti1is，Pen-
ici1ium glaucum及び Aspergi1usnigerの3菌
株に対し本試料の及ぼす影響に就いて検討した。即 
ち B. subtilis K対しては 1%ブドウ糖寒天を，
斜面を調製し之等l乙被検菌株 270C48時間培養のも 
のを接種して， 270C 48時間培養を行ない，接種菌
の発育を追述し，その成績により抗菌価を判定し
た。
第 2節実験成績
第2表l乙示す如くである。即ち何れの菌株も 5
p.p.m.を超える濃度では 48時間迄は完全にその発
育を阻止され，本試料は可成り強力な抗菌性を有す
るものと認められる。
第 2章スライム生成菌に対する抗菌性
第 1節実験材料及び実験方法
被検菌としては前述のスライム生成菌株中より次 
の 10株を選んで使用した。即ち W24'W64，W81， 
G15，G23，G24，G25，G31，G35である。此等の中 W24
及び WS6菌株は Penici1iumglaucum類似徽， 
Penicil1ium glaucum及び Aspergi1usniger Ir. W64株は B.brevis類似菌， W81株は Penicillium
対しては GapekDod寒天を用い，本試料を夫々， funiculosum類似徽， G15株は B.subti1is類似菌， 
1，2，5，10，20，50，100，及び 200p.p.m.含む如く G23，G24，G25株は何れも Pseudomonasviscosa類
第2表 ファインケム N-5の抗菌力試験 
1 2.5 5 10 20 30 50 100 200 K 
Bac. subtilis 十 十 十 
Pen. glaucum 十 十 + 
Asp. niger 十 十 十
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似菌， G31株は Pseudomonasmaublancii類似菌， の如くそのスライム生成限止能力は後者より概して
G35株は Pseudomonasfluorescens類似菌であー 精々強力である。
る。市して G31株と G35株とはスライム産生能力
J
第 3
M¥
表 N-5抗菌試験(試験管内〉
AUAり ワ 剖  
一
度守二日
保 一  
が比較的弱く G 25株は更に弱力である。培地とじ 濃¥ 商 一 一 “っ
10
ハ
Uては 1%ブドウ糖寒天を用い，之lζ本試料及びリキ
AU OU 
5 2 1 K 
サイドを各別に 1，2，5，10，20，50，100，及び 200 GGGGGGWWAW
mM
菌株の 270 C48時間培養菌を 1白金耳宛接種し 270 C 
48時間好気培養を行い，その発育状態を観察して効 初旬 
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果を判定した。 
第 2節実験成績
第3表，第4表に一括表示した。即ち第 3表lζ示
す如く 10菌株の中 W24株 (Penici1iumglaucum 
++十 
ハ 
一
度空一日 
類似徽)， W 56株 (Penicilliumglaucum類似徽)， + 
W64株 (B.brevis類似菌)， WS1株 (Penici1lium 十 十
funiculosum類似徽)， G15株 (B. subti1is類似 第 4表 リキサイド抗菌試験(試験管内) 
V M¥qGun u  
菌)， G 23株 (Pseudomouasviscosa類似菌)， G 24 ¥菌一一濃 一
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5 2 1 K株 (Pseudomonasviscosa類似菌)， G25株 (Pse・ 
udomonas viscosa類似菌)の 8菌株は 50p.p.m. 
を超える濃度では全くその発育を阻止されるが残り
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の2菌株即ら G31株 (Pseudomosasmaublaucii類
似菌)と G35株 (Pseudomonasfluorescens類似
菌)とは耐性強く夫々 100p.p.m.，200 p.p.m.の濃
度K於いて始めてその発育を阻止されている。併し
乍ら此等2菌株は前述の通りスライム生成能力が他
の8菌株に比較して弱いものであるから実際上は余
り問題Kならないものと思われる。叉対照実験とし
十 
十 +てリキサイドを用いて同様に行った実験では第4表
第 3編 スライム発生防止実験
第 1章 実験材料及び実験方法
被検菌株としては前編抗菌性試験に用いた 10菌
株を使用し被検物としては滅菌せるグラウンドパル
プを使用した。即ちグラウンドパルプを 19宛秤量
して中試験に入れ 1000 C 30分間宛3日間歌滅菌し
て之に本試料を 10，2D，50及び 100p.p.m.含有の
第 2章 実 験 成 績
第5表lζ一括表示した。即ち何れの菌株lζ対しで
も概ね第 4日目位迄はその発育抑制作用が明らかに
認められるが第 5日目からは増殖の肉眼的に認めら
れる菌株もある。 W 24，W5sの2菌株は 20p.p.m.の
濃度のものにも発育が認められ，第 7日に至ると 50 
生理食塩水溶液 1cc宛を添加したものを調製し， p.p.m.の濃度のものにも発育が認められた。
之等K夫々被検菌 1白金耳宛を接種し叉全菌株混合 サイドを以てする防腐実験の場合も略同様の傾向が
キ川 ノ
浮潜液を 1滴宛接種したものと共に 270 C好気培養 認められたのであるが，特に W 56株は前者による
を行い 7日間観察した。効果の判定にはスライムの 場合よりも更に強力に発育を阻止された。此等の被
発生を防止出来る最低の濃度を以でした。 リキサイ 検試料lζ対して特に強い抵抗を示した W24及び 
ドlζ就いても同様K行った。 W56の2菌株は何れも徽類(何れも Penicillium
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第 5表 Slime防止実験成績
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glaucum類似徽)に属するものである。此の実験 herbarum類似徽， 1は Gliocladiumroseum類
成績から本被検試料である有機錫化合物は相当強力 似徽， 2は Penicilliumglaaucum類似徽， 1は
なるものと認められた。 Penicillium janthinellum類似徽， 1は Penicilli-
um ja.vanicum類似徽， 1は Pertici1liumfunicu-
総括並に者察 losum類似徽であった。 
防腐剤を求めて有機金属化合物が陸続と合成せら 2) 各種濃度の被検試料を加えた 1%ブドウ糖寒‘
れている現在，特に各種有機水銀化合物と有機錫化 天斜面で殆んど大部分の菌株は 50p.p.m.の濃度以
合物とに対し識者は多大の期待をかけ注目している。 下で発育を阻止されたが， Pseudomonas maubla-
著者は最近合成されたー有機錫化合物についてそ ncii類似菌並びに Pseuc1onlonas fluorescens類
の抗菌価並K防腐効果をパルプを対象として検討し 似菌の 2は夫々 200p.p.m.， 100 p.p.m.の濃度に
た結果以での成績を得た。 於いて始めてその発育が阻止された。併し乍ら此の 
1) 東京都内某パルプ工場現場から採取したスラ 様に比較的高濃度比耐えて発育し得る此等 2菌株は
イムより分離し得た菌株の中スライム生成能を有す スライム生成能力が他菌株比比較して劣っているの
る菌株は 23株で，それらの中 2はB. subtilis類 で実際上にはあまり大きな問題とはならない。
似菌， 3は Pseudomonasviscosa類似菌， 2は 3) 各種濃度の被検試料生理食塩水溶液を滅菌グ 
Pseudomonas maublancii類似菌， 1は Pseudo- ラウンドパルプに加えて，之はスライム生成菌株を 
monas fluorescens類似菌， 1は Cladosporium 接種すると好気培養 2700で4日迄は略々発育を阻
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止出来るが 5乃至 7日K至ると徽類に対してはその
支 献 
発育を阻止出来なかった。
4) 対照実験として，在来市販の有機水銀化合物 1) Cowling，E. B.: Forest Products J. 7， 
リキサイド K就いてその抗菌力，防腐能力を検する 355，1957. 
に，本有機錫化合物lζ比較して梢々優るものの如く 2) Duncan，C. G. & Richards，C. A.: Proc. 
である。 Amer. Wood-Preserver's Assoc. 46，131， 
1956. 
結 論 3) Russel，P.: Nature，176，1123，1955. 
以上の諸実験成績を通覧するに，本研究K使用せ 4) Breed，R. S. et al: Bergey's Manual of 
る有機錫化合物ファインケム N5なる物質は植物 Determinative Bacteriology 
性繊維K対して優秀な防腐効果を有するもので製紙 5) Raper & Thom: Manual of the Penicillia 
企業上重要であるだけでなく，将来衣服その他の織 的 笹川・藤原・大塚:腐敗研究所報告， 11，21， 
維製品に対しても，経済的且つ衛生学的見地より見 1958. 
て，充分に利用の価値あるものと推論出来る。
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と，御校
閲の労を賜わりました恩師谷川教授に衷心より感謝
の意を表し，尚腐研所長相磯教授の御厚情を謝し，
併せて藤原助教授の御援助に対して深謝致します。
